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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
（１）高知県の現況
・地図画像のとおり、山が県土の大半を占める。森林面積は８４％と全国一位※林野庁HP都道府県別森林率（H29.3.31）高知県84％（R3.1.12確認）
・平野部は赤い楕円の部分、高知市、南国市のある中央部（と西の四万十市中村）に限られている
・県全体の人口は、H27年国勢調査から見ると約72.8万人。まだ確定ではないが、令和２年の速報値では、70万人を切り、69万人台となっており、
　人口減少は高齢化とともに大きな課題となっている。
・中央の平野部に県人口の５２．９％（令和２年の国勢調査速報値：53.9%、高知市のみ：47.2%）が集中。全国における東京一極集中と同様に、
　高知県内でも一極集中が起こっている。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
（２）高知県の地形の特徴
・山が多く、また山と海の距離が近い。平地が少ないため、斜面に家を建てている場合も多い（写真で視覚的に提示）
・平地が少なく、また大消費地と海と山で隔てられているため輸送コストが高い
・第二次産業の集積が進まなかったため、一次産業中心の産業構造のままである
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・高知県の人口動態について、グラフで説明（根拠データの関係から、過疎地域の人口を使用しており、厳密には中山間地域の人口では無いが、傾向はほとんど同一のはずであり代用している。質問されない限り、特に触れなくてもいいと思われます）
・左上の図のとおり、総人口は一時的な増加も見られるが、過疎地域の人口はずっと右肩下がり。生産人口も同様
・右上の図でわかるとおり、世帯数においては過疎地域とそれ以外（都市部）の差が顕著。中山間地域で育った若者が、高知市などに出てきて、独立して世帯を構えてきたことが見て取れる
・右下の図では、人口が減少するにつれ、個々の集落の規模も小さくなってきていることがわかる
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・こうした集落活動センターの取り組みを陰で支えているのが、これもまた、高知県の独自の取り組みである地域支援企画員制度です。
・この制度は、市町村役場などに駐在し、市町村と連携しながら、住民の皆様と同じ目線で考え、地域とともに活動することを基本に、それぞれの地域の実情やニーズに応じて支援、地域の自立や活性化を目指すものです。
・福祉や農業といった分野ごとに設置された県の出先機関に属さない職員が、市町村役場など、実際に地域に駐在し、それぞれの職員の視点で自主的に活動を行う制度として、平成１５年度からスタートしました。
・この制度は、前知事が国体

・当初は、７人の駐在から始まり、翌年には、５０人となり、その次の年には、６０人となり、現在は、６２人まで増えております。
・地域支援企画員の職種もユニークで、行政職だけでなく、農業や林業の普及員のほか、土木技術職員や保健士もです。
・実は、私も地域支援企画員の経験者で平成１６年から３年間、津野町というところに駐在していました。
・地域支援企画員のミッションは、住民が主体となって取り組む地域づくり活動へのアドバイスをしたり、先進事例の紹介、支援制度の情報提供や地域の取組等の対外的な情報発信 したり、地域におけるコーディネート（人と人をつなぐ）活動を行うことです。
・具体的な活動としては、
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
（２）中山間総合対策本部
・集落調査の結果を踏まえ、まず取り組んだのが組織体制の強化
・中山間対策を統括する理事を新設し、中山間地域対策課を新設
・中山間総合対策本部を強化。従来は副知事が本部長だったが、平成２４年２月に尾﨑知事が本部長に就任
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・今回の集落調査で、人口や世帯の減少や高齢化の進行により、 産業や地域づくりの後継者不足、集落活動の衰退、生活環境の悪化、健康面での
不安、一次産業の衰退、収入の減少、鳥獣被害の増大など様々な課題が、これまで以上により鮮明に浮き彫りになってきました。
・また、こうした課題は、年々、それぞれの課題がいくつも重なりあり、多様化、複雑化していることが現状も明らかになってきた。
・中山間地域で引き続き暮らしていくことが困難な状況になっている。
・しかし、その一方で、・９３．０％が、集落への「愛着」や「誇り」を感じている。また、７６．７％が今後も集落に住み続けたいという意向を持っている。　　      　
・地域の活性化に向け、９４．２％が近隣の集落との連携したいと考えているし、　６８．９％がＩターン移住者を受け入れたいと考えていることが分かり、
　希望の光も見えている。　　
・こうした、地域への誇りと愛着を持って、集落どうしで助け合いながら、引き続き住み続けたいといった住民の皆様の熱い思いに応えるために、引き続き集落で暮らしていくことができるような、政策や施策づくりを、県として、早急に、取り組まなければならないといった決意を新たにしました。
・高齢化や人口減少は、今後の着実に進むことから、１０年後には、集落活動することさえをままならない状況になってしまうし、このままでは、消滅してしまう集落が多く出てきてしまうし、正に、この１０年が正念場であり、この１０年がタイムリミットと思って取り組みたいと思っている。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・集落活動センターの取り組みとは、「地域住民が主体となって旧小学校や集会所等を拠点に、地域外の人材等を活用しながら、近隣の集落との連携を図り、生活、福祉、産業、防災などの活動について、それぞれの地域の課題やニーズに応じて総合的に地域ぐるみで取り組む」ことで、ソフトの仕組みづくりを目指しており、集落調査の地域の思いを反映した取り組みです。

・センターという名称ですので、誤解されやすいのですが、施設整備をしたり、単なる機能の集約化したりする、ハード的な取り組みではない。
の取り組みです。

・「集落（地域）の維持、再生」に向け、地域の活性化や支え合いの仕組みづくり、体制づくり、連携づくり、システムづくりに取り組むもの　

・要するに、集会所等の既存の施設などを活動拠点として中心に、住民が主体となって、福祉や生活支援の取り組みなど、地域の支え合いの取り組みと、農産物の生産活動や商品づくり、交流活動など、お金が回る仕組みを併せてく作り上げることで、住民が一体となって集落を維持していこうというので
市町村と県が一緒になって、新たな官・民・地域協働による、産業づくりや、福祉、生活サービス提供の仕組みづくりを目指しております。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・最初のポイントとしては、活動の拠点をつくるということです。
集落調査では、多くの集落から「皆が気軽に集まれる場所がほしい」といった意見もありました。やはり、昔のように、集落で様々な取り組みが行われた時代であれば良いが、集落活動が低迷しているこの時代では、地域の再生に向け、地域の方々、集まり、将来を話し合い拠点や活動の拠点を再構築する必要がある。また、この拠点は、市町村の中心部や周辺集落とを結ぶ交通の連結点や、福祉、防災等の機能の拠点など、色んな意味での拠点として活用されることも期待している。
・２つ目のポイントとして、集落活動センターの運営は、地域の皆様が力を合わせながら、住民主体として運営するもので、そうした取り組みに対して行政が支援を行うものです。
・従って、３つ目のポイントとして、集落活動センターの活動は、地域の抱える課題を解決したり、住民の思いや、やりたいことを実現するために、住民の発意や提案による地域のオーダーメイドでその取り組みを決めていきます。従って、それぞれの活動センターによって取り組みの内容は異なります。
　・４つ目のポイントは、地域外の人材の導入です。
高齢化、人口減少等が進み、活動を進める人材を確保することが難しい中、なかなか地域の人だけでは、センターを取り組みを進めることが難しいし、地域の資源や良さを発見するには、外からの違った目線で見ることも重要であることから、地域外から、集落活動センターの推進役として、人材を確保していくことも、重要なことです。
・５つ目のポイントとしては、集落の連携による取り組むです。
集落調査の結果では、単独の集落では、地域の活性化に取り組むことが難しいといった意見が大半であったが、先ほど説明したように、集落連携であれば、何とか活路を見出したいというと考えていることが明らかになった。こうしたことから、ＰＴＡ、校下会など　最も纏まりが強く、事業の効率性の観点からも、絆が深い旧の小学校区単位を想定して、仕組みづくりを行っていただきたいと考えております。（ただし、集落連携をしたくても、地理的な関係で、連携が図りにくい地域もありますので、こうした地域については、単独で実施してための仕組みを別途、考えたいと思っている）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・集落活動センターの取り組みの一例として、集落活動センターの取り組みの第１号として立ち上がりました本山町の汗見川地区の取り組みをご紹介します。
・この地域は、６集落で構成され、１０４世帯、２１６人といった小さな山合の地域です。平成１９年から、廃校を再利用して、宿泊交流施設である清流館を通じて交流活動を行っておりましたが、人口減少や高齢化により、活動のマンネリ化や活動の衰退などが顕著となり、集落消滅の危機感を抱くようになったことから、地域内で話し合いを重ねて、この集落活動センターに取り組むことになりました。
・このセンターは、汗見川活性化推進協議会という住民組織が主体となり、地域おこし協力隊や集落支援員などの人材がサポートを得ながら運営しており、その活動内容としては、ご覧頂いているように、特産品の開発や、交流事業、農産物の生産といった産業づくりの活動や、買い物の支援や見守り活動、安心安全サポートといった、福祉や生活支援といった分野の取り組みを行うことで、３年後には、そうした取り組みを完成させたいと思っております。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・また、集落活動センターに取り組む至った背景といいうますか、事情としまして、
　
　まず、県や市町村からの視点としては、
　○人口減少や高齢化に伴う負のスパイラルにより、鳥獣対策や買い物弱者や移　
　　動手段の確保、今までないような政策が必要になったし
　○地域課題が年々、多様化し、また、地域で異なることから、課題解決のための　
　　行政サービスのコストがますます増大している。特に、高知県の場合、山間地
　　域では、家や集落の点在により、行政運営が非効率。
　○一方で、特に、合併や行政組織の見直しにより、職員数の削減されている。
　○こうしたことから、行政だけでなく、住民力を生かしたサービスの仕組みが必要
　　
　次に、地域からの視点としては、
　○集落調査により、それぞれの地域で課題やニーズが異なる実態が具体化、　　　　
　　明確化された、金太郎飴的な画一的、一律的な行政サービスでは、地域の思　　
　　いやニーズに十分、対応できない
　○住民主体の方が、活動が長続きし、将来的に持続できる
　○従来、地域で行われてきた集落活動の復活の足掛かりとなるなど
　○住民主導により、住民の意向を反映した取り組みが必要という考え。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・県土の９０％以上を占める中山間地域の実情を把握するため、
　平成２３年度に初めてこういった大規模な実態調査を実施しました。

・昨年度は、前回調査からの経年変化の把握やこれまでの取り組みの検証、今後の施策づくりのために、１０年ぶりに実施しています。

・調査は大きく２つに分かれてまして、「集落代表者聞き取り調査」と、
　「住民アンケート調査」の２種類を実施しました。

・次のスライドからは、調査結果を抜粋して記載していますが、時間の都合もあるので、いくつかピックアップしてご紹介します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・調査結果のまとめですが、

・集落機能の低下や日常生活の不便さ、基幹産業の衰退、地域の担い手不足など、厳しい現状が改めて明らかになりました。

・一方で暮らし続けたいという思いを実現できるよう、県としては、
　「くらしを支える」、「活力を生む」、「しごとを生み出す」の３つの柱で
　対策を強化していきます。
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